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研究成果の概要（和文）：本研究では、2003年のイラク戦争で旧フセイン体制が崩壊した後のイラクを事例に、
①新・旧体制の学校教科書を中心とする多様な一次資料を比較分析することで、体制側がいかにして公定ナショ
ナリズムを作り出し、国民統合を進めているのかを解明しようとした。さらに、②世論調査によって、一般の
人々がこうした体制の公定ナショナリズムをどのように受容し再編しているのかという問題、つまり受け手の主
体性を解明しようとした。以上を通して、③ポスト紛争社会における国民形成のプロセスを動態的・包括的に解
明することを目的とした。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to clarify the following three points: First, it 
clarified  how did the newly-found regime in Iraq after U.S. invasion in 2003 attempt to build its 
nation and nationalism by analyzing old and new school textbooks. Second, it clarified how does 
ordinary Iraqi people accept this official nationalism by conducting poll survey. Third, it 
clarified a comprehensive process of nation building in post-war society.  

研究分野：中東政治
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１．研究開始当初の背景 
 ポスト冷戦期に紛争が多発すると、それに
伴って国民形成（nation building）が極めて
重要な課題となった。とりわけ分断社会に
おいては、紛争で破壊された国民の繋がり
を回復できるかどうかが、国家建設時点の
政治的安定を左右する大きな要因となる。 
こうした背景に基づき、本研究では、紛
争後にナショナリズムの形成や国民統合が
不可欠となった分断社会の典型的な例とし
て、中東のイラクに着目した。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、2003 年のイラク戦争で旧フ
セイン体制が崩壊した後のイラクを事例に、
①新・旧体制の学校教科書を中心とする多様
な一次資料を比較分析することで、体制側が
いかにして公定ナショナリズムを作り出し、
国民統合を進めているのかを解明しようと
した。さらに、②世論調査によって、一般の
人々がこうした体制の公定ナショナリズム
をどのように受容し再編しているのかとい
う問題、つまり受け手の主体性を解明しよう
とした。以上を通して、③ポスト紛争社会に
おける国民形成のプロセスを動態的・包括的
に解明することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）教科書の収集と分析 
 旧体制下で使用されていた小学校1年～高
校 3年までの国語、宗教、歴史、社会、国民
社会教育の 5科目分の教科書を収集し、同様
に、イラク戦争後に再編された教科書も収集
した。これらの教科書は、改訂版も含めて精
査し、特に国史が、旧体制と新体制の間で
どのように変化したのかという点を包括的
に描き出すことを試みた。 
 
（２）世論調査の実施と分析 
 新旧の教科書分析によって得た国史のイ
メージとその変容について、イラク国民がど
のように考え、受容しているかを理解するた
めに、世論調査を実施した。特にイラク戦争
後の新体制が、国民統合のために国民に植え
付けようとしている国史のイメージが、国民
にどのように受容されているのかという点
を中心に質問票を作成し、バグダード大学の
調査チームと協力して世論調査を実施した。
その結果は、計量分析にかけた。 
 
（３）データベース構築と聞き取り調査 
 イラク国内紙のデータベースを構築した。
現在、日刊紙としてイラク国内で刊行されて
いる新聞は、そのほとんどがインターネット
を通して閲覧可能となっている。したがって、
これまで進めてきた日刊紙のデータベース
化作業を継続し、国民形成のための政策とそ
の変容について、分析した。それに加え、戦
後の教科書編纂に直接かかわった数人のイ
ラク人研究者に聞き取り調査を行った。 

 
４．研究成果 
（１）体制側がいかにして公定ナショナリズ
ムを作り出し、国民統合を進めているのかと
いう問題については、主として新旧教科書を
分析することで解明した。 
 その結果、戦争や外敵といった脅威に対し
て、英雄的な指導者を核にした祖国防衛の必
要性を基軸に国民統合を進め、それを正当化
するために古代メソポタミア文明の末裔と
してのネーションのプライドを強調してき
た旧体制に対して、新体制は、旧独裁体制を
克服して民主主義と自由を勝ちとったとい
う新たな国史をシンボルにし、民主主義が担
保する国民の平等と愛国心を軸に国民統合
を進めるようになったことを明らかにした。 
 
（２）一般の人々がこうした体制の公定ナシ
ョナリズムをどのように受容しているのか
という問題については、主として世論調査に
よって解明した。 
 その結果、旧体制下で活用されていた古代
メソポタミア文明の遺産は、現在でもネーシ
ョンにプライドを付与する重要なファクタ
ーになっている点、そして自由や民主主義を
勝ち取ったことについては誇りに思う判明、
ほとんどの回答者が民主的な政府の機能不
全を問題視している点、したがって、新体制
が国民統合の原理として提示しているロジ
ックや新たな国史のイメージが、実際には極
めて多様な形で受容されていることが、世論
調査の計量分析で明らかになった。 
 
（３）国民形成の包括的な理解。 
 以上を踏まえ、国民形成の包括的な理解を
目指した。本研究の調査・分析から明らかに
なった最も重要な点は、民主主義が担保する
国民の平等にもとづく国民形成は、一般の
人々には受け入れられておらず、彼らは極め
て強いナショナルな意識や愛国心を示す一
方で、国家はほとんど信頼しないというパラ
ドックスである。その要因を解明するのは、
次なる研究課題となるが、本研究の中で着目
したのは、体制転換が外部介入によってもた
らされ、極めて短期間のうちに国民統合を実
現させなければならなかったという事実で
ある。イラクの場合、外部介入による体制転
換を経て急速に国民を作る必要に迫られた
結果、ネーションを統合する核となる要素や
資源がほとんど見当たらなかった。 
したがって、最大多数の国民が合意できる
点、すなわち民主主義と自由を核に国民統合
を進めるほかなかった。だが、ナショナリズ
ムと民主主義を結び付けた国民統合のシン
ボルは、イラク人にとって、体制転換をもた
らした米国という外部アクターが持ち込ん
だ脱歴史的で外在的な要素であった。だから
こそ、それを正当化するために、「イラク人
が民主主義と自由を勝ち取った」という新た
な国史を創造することによって、ネーション



にプライドを与える必要があったのである。
その結果、外部介入という政治変動の経路は、
国民統合のシンボルに脱歴史的で外在的な
要素を持ち込み、それを正当化するための国
史の飛躍をもたらしたのである。 
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